
「
司
法
権
の
観
念
」
論
（
再
続
）
（
十
一
）

司
法
の
機
能
の
原
点
に
立
返
っ
て

宇
都
宮

純

一

　
　
目
　
　
　
次

は
じ
め
に

裁
判
を
受
け
る
権
利
と
司
法
付
与
（
供
与
）
請
求
権
の
観
念

　
一
実
体
的
基
本
権
の
規
範
的
内
実
を
め
ぐ
っ
て
1

　
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
裁
判
を
受
け
る
権
利

の
　
制
定
過
程
概
観
（
以
上
第
二
三
巻
第
一
丁
目

O
　
従
来
の
学
説
・
判
例
理
論

日
　
「
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
論
の
新
展
開

四
　
裁
判
を
受
け
る
権
利
と
司
法
権
（
以
上
第
二
三
巻
第
三
号
）

　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
司
法
付
与
（
供
与
）
請
求
権
の
観
念

e
　
序
説
－
裁
判
を
受
け
る
権
利
と
訴
権
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
ー

ロ
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
司
法
付
与
（
供
与
）
請
求
権
の
観
念

　
ω
　
民
事
訴
訟
法
学
説
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
ω
　
憲
法
学
説
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（
以
上
第
二
三
巻
第
四
号
）

三
　
基
本
権
保
障
と
国
際
人
権
条
約

　
　
　
－
基
本
権
の
国
際
的
保
障
の
可
能
性
と
限
界
－

　
　
　
序

　
　
　
　
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
基
本
権
保
障
の
展
開
と
基
本
権
の
国

　
　
　
　
際
的
保
障
の
契
機
1

　
　
の
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
基
本
権
史
概
観

　
　
口
　
基
本
権
と
し
て
の
手
続
保
障
の
展
開

　
　
日
　
基
本
権
の
国
際
的
保
障
の
契
機

　
　
　
　
－
人
権
の
国
際
化
を
め
ぐ
っ
て
一

　
ニ
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
基
本
権
の
国
際
的
保
障
の
系
譜
と
形
態

　
　
　
　
1
団
ζ
力
囚
を
中
心
に
一

　
　
9
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
規
約
の
成
立

　
　
ロ
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
憲
章
の
成
立

　
　
日
　
世
界
的
次
元
に
お
け
る
基
本
権
保
障
の
展
開

　
　
　
　
一
国
際
人
権
規
約
一
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説即

興
　
基
本
権
の
国
際
的
保
障
の
実
効
性
と
そ
の
限
界

　
　
　
　
一
国
際
的
保
障
の
課
題
を
め
ぐ
っ
て
一

　
　
の
　
憲
法
秩
序
に
お
け
る
国
際
人
権
条
約
の
地
位

　
　
　
G
ゆ
　
国
際
人
権
法
と
憲
法
的
保
護
の
関
係

　
　
　
　
　
　
－
国
際
法
と
憲
法
秩
序
1

　
　
ω
　
憲
法
秩
序
に
お
け
る
国
際
人
権
条
約
の
地
位

　
　
　
　
　
　
－
比
較
法
的
素
描
一

　
　
口
　
基
本
権
の
国
際
的
保
障
に
お
け
る
司
法
の
役
割

　
　
　
ω
　
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
規
約

　
　
㈲
　
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
国
際
法
友
好
性
の
原
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
第
二
四
巻
第
三
号
）

　
　
　
ω
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
規
約
と
民
事
手
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
第
二
五
巻
第
一
号
）

　
　
　
⑯
　
基
本
権
の
国
際
的
保
障
の
限
界
と
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
第
二
五
巻
第
三
号
）

　
　
　
ω
　
基
本
権
の
国
際
的
保
障
と
司
法
権
一
小
罪
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
第
二
六
巻
第
一
号
）

四
　
基
本
権
の
司
法
的
救
済

　
　
　
－
行
政
訴
訟
制
度
の
課
題
に
即
し
て
一

　
　
　
序
－
救
済
・
権
利
保
護
・
司
法
改
革

　
　
e
　
英
米
法
に
お
け
る
救
済
と
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
効
果
的
な
権
利

　
　
　
保
護
の
保
障

　
　
　
G
D
　
英
米
法
に
お
け
る
救
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
数
訴
訟
に
お
け
る
司
法
的
救
済
措
置
）

　
　
ω
　
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
効
果
的
な
権
利
保
護
の
保
障

　
口
　
司
法
改
革
論
議
に
お
け
る
行
政
事
件
訴
訟
制
度

　
　
　
　
　
－
日
本
と
ド
イ
ツ

　
　
ω
　
司
法
制
度
改
革
審
議
会
に
お
け
る
論
点
と
行
政
事
件
訴
訟
制

　
　
　
度
の
改
革
構
想

　
　
G
D
　
ド
イ
ツ
連
邦
司
法
省
に
よ
る
司
法
改
革
構
想

　
　
　
　
　
　
（
民
刑
事
訴
訟
手
続
の
改
革
、
裁
判
所
の
独
立
強
化
等
）

　
　
　
価
　
「
市
民
（
国
民
）
の
た
め
の
司
法
改
革
」
と
基
本
権
の
司
法

　
　
　
的
救
済
（
以
上
第
二
七
巻
第
一
号
）

　
ニ
　
ド
イ
ツ
基
本
法
第
一
九
条
四
項
論
一
第
一
九
条
四
項
（
閃
0
9
房
≦
①
σ
Q

　
　
保
障
）
に
基
づ
く
権
利
保
護
を
め
ぐ
っ
て
一

　
　
の
　
序
説
一
法
治
国
家
秩
序
と
権
利
保
護

　
　
口
　
第
一
九
条
四
項
の
構
成
と
保
障
内
容
（
ω
ま
で
第
二
七
巻
第
四

　
　
　
号
、
圖
ま
で
第
二
八
巻
第
二
号
、
働
ま
で
本
号
）

　
　
日
　
第
一
九
条
四
項
の
保
障
機
能
i
行
政
訴
訟
制
度
と
の
関
連
に
お

　
　
　
い
て
一

　
　
四
　
第
一
九
条
四
項
の
保
障
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
イ
ブ
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
　
　
（
共
同
体
）
法
と
の
関
連
に
お
い
て
一

　
三
　
行
政
（
事
件
〉
訴
訟
に
お
け
る
基
本
権
の
役
割

　
四
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
裁
判
所
に
よ
る
規
範
統
制
訴
訟

　
　
　
　
ー
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
第
四
七
条
論

五
　
憲
法
と
司
法
過
程
1
憲
法
学
に
お
け
る
司
法
過
程
論
の
試
み
一
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四

基
本
権
の
司
法
的
救
済

－
行
政
訴
訟
制
度
の
課
題
に
即
し
て
ー

ニ
　
ド
イ
ツ
基
本
法
第
一
九
条
四
項
論
一
第
一
九
条
四
項
（
』
Φ
〇
三
ω
≦
Φ
㊤
保
障
）
に
基
づ
く
権
利
保
護
を
め
ぐ
っ
て
一

「司法権の観念」論（再続）（十一）

　
⇔
　
第
一
九
条
四
項
の
構
成
と
保
障
内
容
（
承
前
）

　
紛
　
以
上
こ
こ
ま
で
は
、
基
本
法
第
］
九
条
四
項
の
個
人
権
保
護
を
求
め
る
基
本
権
と
し
て
の
側
面
、
す
な
わ
ち
個
人
権
保
護
の
保

障
な
い
し
個
人
の
主
観
的
権
利
保
護
の
側
面
に
焦
点
を
あ
て
て
ド
イ
ツ
の
解
釈
学
説
を
検
討
し
て
き
た
。
が
、
周
知
の
よ
う
に
、
今
日

の
ド
イ
ツ
の
公
法
学
と
り
わ
け
K
・
ヘ
ッ
セ
、
K
・
シ
ュ
テ
ル
ン
、
E
・
W
・
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
憲
法
学
説
に

あ
っ
て
は
、
憲
法
の
保
障
す
る
基
本
権
に
二
つ
の
側
面
を
認
め
て
、
主
観
的
権
利
と
し
て
の
基
本
権
と
並
列
さ
せ
て
、
「
基
本
権
の
客

観
法
的
側
面
」
す
な
わ
ち
「
法
の
す
べ
て
の
領
域
に
妥
当
す
る
客
観
的
原
則
規
範
及
び
価
値
決
定
」
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
が
、

一
般
的
な
基
本
権
理
解
な
い
し
解
釈
態
度
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
に
依
れ
ば
、
こ
の
基
本
権
の
二
重
の
側
面

は
基
本
権
解
釈
の
共
通
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
こ
の
二
重
構
造
に
ド
イ
ツ
の
基
本
権
理
解
の
中
心
に
位
置
す
る
未
解
決
の

　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

問
題
が
あ
る
と
い
う
。
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
主
た
る
問
題
関
心
は
、
基
本
法
制
定
後
毛
〇
年
を
経
過
し
て
基
本
権
解
釈
は
正
し
い
道

を
歩
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
点
に
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
の
論
点
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
た
だ
、
右
の
基
本
権
解
釈
の
基
本
的
姿
勢

は
、
基
本
法
第
一
九
条
四
項
の
理
解
に
あ
っ
て
も
例
外
な
く
あ
て
は
ま
る
。

　
す
な
わ
ち
既
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
憲
法
学
説
は
第
一
九
条
四
項
の
注
釈
に
際
し
て
、
そ
の
保
障
内
容
な
い
し
保
障
次
元

を
、
個
人
権
保
護
を
求
め
る
基
本
権
と
し
て
の
第
一
九
条
四
項
と
は
別
に
、
さ
ら
に
客
観
的
価
値
決
定
と
し
て
の
そ
れ
、
そ
し
て
制
度
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口論

的
保
障
と
し
て
の
そ
れ
の
三
つ
の
次
元
に
分
類
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
次
元
に
つ
い
て
解
釈
を
展
開
し
て
い
る
。

　
⑳
　
こ
こ
で
基
本
法
第
一
九
条
の
第
二
の
次
元
、
す
な
わ
ち
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
い
う
「
基
本
権
の
客
観
的
原
則
規
範
及
び
価
値

決
定
と
し
て
の
性
恪
、
つ
け
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
先
ず
今
一
度
以
下
の
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
九
条
四
項
は
二
つ
の
保
障
の
層
を
も
つ
と
捉
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
国
家
の
裁
判
所
に
よ
る
保
護
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
効
果
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

な
裁
判
所
の
手
続
（
権
利
保
護
の
実
効
性
）
の
保
障
、
こ
の
二
つ
の
保
障
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
個
人
に
と
っ
て
、
国
家
の
裁
判
所
へ

の
出
訴
の
途
が
開
か
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
、
基
本
法
第
九
二
条
及
び
第
九
七
条
の
要
求
に
応
ず
る
裁
判
所
に
対
し

て
、
申
請
で
以
て
権
利
侵
害
の
存
在
に
関
し
て
最
終
的
且
つ
執
行
可
能
な
決
定
を
受
け
取
る
た
め
に
訴
訟
を
提
起
す
る
と
い
う
効
果
的

な
可
能
性
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
依
れ
ば
、
第
一
九
条
四
項
は
原
則
と
し
て
前
記
「
完
全
無
欠
の
権
利
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

護
」
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
裁
判
所
へ
の
出
訴
の
途
の
完
全
な
排
除
は
、
憲
法
的
保
障
の
核
心
に
触
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
前
記
フ
ー
バ
ー
に
依
れ
ば
、
第
一
九
条
四
項
は
、
第
一
に
公
権
力
に
よ
っ
て
「
関
係
さ
れ
た
」
権
利
の
完
全
性
（
不
可
侵
性
〉
が

狙
い
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
貫
徹
可
能
な
不
作
為
及
び
（
結
果
）
排
除
要
求
と
い
う
形
で
の
第
一
次
的
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

利
保
護
（
】
℃
隊
亭
号
①
O
げ
一
Q
o
Q
り
O
げ
9
叶
N
）
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
同
条
項
は
原
則
と
し
て
第
一
次
的
権
利
保
護
を
要
求
す
る
の
で
あ
り
、

そ
の
た
め
個
人
は
問
題
の
（
疑
わ
し
い
）
国
家
の
措
置
を
、
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
権
利
侵
害
の
破
棄
及
び
排
除
を
達
成
す

る
目
的
で
（
再
）
審
査
に
付
す
る
機
会
を
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
反
面
、
個
人
に
権
利
侵
害
の
防
御
（
拒
絶
）
の
代
わ

り
に
、
金
銭
で
の
損
害
の
埋
め
合
せ
を
指
示
す
る
単
な
る
第
二
次
的
権
利
保
護
（
Q
つ
0
】
（
9
口
α
黒
毛
①
O
『
魯
Q
自
。
り
O
】
日
口
一
N
）
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

例
に
依
れ
ば
、
常
に
憲
法
上
の
要
求
を
満
た
す
わ
け
で
は
な
い
。
同
裁
判
所
は
説
示
す
る
、
そ
れ
に
応
じ
て
、
所
轄
裁
判
所
は
、
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

さ
れ
て
い
る
権
利
侵
害
を
場
合
に
よ
っ
て
は
防
ぎ
、
あ
る
い
は
排
除
す
る
た
め
に
十
分
な
決
定
権
限
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
。

　
⑳
　
こ
れ
ら
の
与
件
は
、
企
画
構
成
す
る
立
法
者
及
び
手
続
法
を
適
用
す
る
裁
判
官
を
拘
束
す
る
だ
け
で
な
く
、
前
述
の
ご
と
く
行
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「司法権の観念」論（再続）（十一）

政
手
続
に
お
い
て
模
範
と
な
る
作
用
を
も
発
揮
す
る
。
個
人
の
主
観
的
権
利
に
関
係
す
る
官
庁
の
手
続
は
、
そ
れ
が
裁
判
所
に
よ
る
権

利
保
護
の
獲
得
を
挫
折
さ
せ
、
無
に
帰
せ
し
め
た
り
、
あ
る
い
は
要
求
し
え
な
い
ほ
ど
に
困
難
に
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
と
え
ば
規
制
的
対
外
作
用
を
有
す
る
国
家
の
行
為
の
告
知
は
、
法
治
国
家
の
基
本
的
な
要
請
（
原
則
）
で
あ
る
ば

　
　
　
　
（
5
5
）

か
り
で
な
く
、
憲
法
上
の
権
利
保
護
保
障
の
具
体
的
な
放
出
で
あ
る
。
そ
こ
で
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
に
依
れ
ば
、
第
一
九
条
四
項

は
具
体
的
に
以
下
の
こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
個
人
は
、
そ
の
よ
う
な
通
報
が
な
け
れ
ば
、
い
か
な
る
裁
判
所
に

よ
る
権
利
保
護
も
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
個
人
の
主
観
的
な
権
利
を
侵
害
し
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

る
官
庁
の
措
置
に
つ
い
て
通
報
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
要
求
す
る
。
全
く
同
様
に
、
権
利
保
護
の
開
設
の
実
効
性
（
≦
冥
・
・
白
雲
ハ
9
◎

は
、
常
に
潜
在
的
に
権
利
を
侵
害
す
る
国
家
の
行
為
の
理
由
が
告
知
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
一
方
、
あ
ら
ゆ
る
基
本
権
と
同
じ
よ
う
に
、
基
本
法
第
一
九
条
四
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
（
N
ロ
α
q
碧
σ
q
）
も

ま
た
限
界
の
な
い
も
の
で
は
な
い
。
と
言
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
出
訴
の
途
の
保
障
は
、
い
わ
ゆ
る
留
保
の
な
い
基
本
権
と
し
て
憲
法
の

全
体
構
造
の
中
へ
組
み
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
他
の
憲
法
的
財
の
保
護
の
た
め
に
一
定
の
比
率
（
比
例
原
則
）
に
よ
る
制
限

に
従
う
。
そ
れ
で
以
て
第
一
九
条
四
項
は
結
果
に
お
い
て
最
大
限
の
権
利
保
護
で
は
な
く
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
の
い
う
「
調

和
の
と
れ
た
権
利
保
護
」
を
供
与
す
る
。
こ
の
点
は
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
基
本
権
と
し
て
の
権
利
保
護
要
求
に
対
峙
す

る
こ
と
の
で
き
る
憲
法
級
の
権
利
財
と
し
て
看
倣
さ
れ
う
る
の
は
、
た
と
え
ば
安
定
し
た
調
達
関
係
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
の
行
政
の
職

務
能
力
、
並
び
に
成
功
し
た
入
札
者
の
た
め
の
基
本
権
と
し
て
の
信
頼
保
護
な
ど
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
尤
も
、
形
式
的
法
律
の
一
般

的
な
諸
原
則
に
基
づ
く
制
限
に
関
し
て
は
、
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
、
要
求
し
え
な
い
且
つ
実
質
的
理
由
に
よ
っ
て
も
は
や
正
当
化

さ
れ
え
な
い
方
法
で
困
難
に
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
原
則
が
働
く
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

　
吻
　
右
の
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
行
政
裁
判
所
の
↓
般
条
項
（
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
第
四
〇
条
、
第
四
二
条
等
）
の
関
わ
る
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場
面
で
は
問
題
と
な
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
憲
法
上
の
権
利
保
護
保
障
を
考
察
す
る
に
際
し
て
は
、
今
日
、
裁
判
所
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

手
続
の
事
実
上
の
実
効
性
の
問
題
が
前
面
に
出
て
中
心
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
権
利
保
護
の
実
効
性
の
原
則
が

オ
ッ
ト
ー
・
バ
ッ
ホ
フ
の
論
評
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
、
そ
れ
が
長
い
間
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
を
規
定
し
教
導
し
て
い
る
こ
と
は

既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
前
述
の
ご
と
く
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
判
断
す
る
個
人
は
、
第
一
九
条
四
項
か
ら
実
際
に
効

果
的
な
権
利
保
護
を
求
め
る
憲
法
上
の
請
求
権
を
有
す
る
と
説
示
さ
れ
た
。
周
知
の
よ
う
に
効
果
的
な
裁
判
所
の
手
続
と
い
う
観
念
は

多
種
多
様
で
あ
る
が
、
オ
リ
バ
ー
・
デ
ル
に
依
れ
ば
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
裁
判
例
か
ら
以
下
の
三
つ
の
推
論
を
取
り
出
す
こ
と
が
で

　
　
　
　
（
5
8
）

き
る
と
い
う
。

　
す
な
わ
ち
、
先
ず
第
一
九
条
四
項
は
、
事
実
的
及
び
法
的
な
観
点
か
ら
の
裁
判
所
に
よ
る
原
則
と
し
て
事
情
の
完
全
な
審
査
を
保
証

す
る
。
し
た
が
っ
て
裁
判
官
に
は
、
憲
法
に
基
づ
い
て
適
用
可
能
な
規
範
の
法
適
合
性
、
事
情
及
び
官
庁
の
決
定
の
法
的
検
討
を
包
括

す
る
広
範
な
審
査
任
務
が
与
え
ら
れ
る
。
尤
も
、
裁
判
所
の
審
査
密
度
な
い
し
統
制
密
度
（
閑
O
昌
貸
円
O
一
一
ユ
一
〇
7
僧
①
）
に
は
、
法
律
上
の
行
為
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

準
の
等
級
を
付
け
ら
れ
た
規
範
性
に
よ
っ
て
、
並
び
に
「
裁
判
の
機
能
的
限
界
」
を
考
慮
し
て
限
界
が
引
か
れ
う
る
。

　
次
に
効
果
的
な
権
利
保
護
と
は
、
な
か
ん
ず
く
適
時
の
（
時
宜
を
得
た
）
権
利
保
護
で
あ
る
。
こ
の
点
も
前
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
に
は
先
ず
第
一
に
第
一
九
条
四
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
適
切
相
応
な
手
続
期
間
の
保
障
が
含
ま
れ
る
が
、
適
切
さ
の
決
定
は
、

個
々
の
ケ
ー
ス
の
状
況
に
基
づ
い
て
初
め
て
為
さ
れ
う
る
。
他
方
、
適
時
の
権
利
保
護
の
原
則
（
要
請
）
は
、
個
人
に
彼
の
有
す
る
権

利
に
と
っ
て
後
戻
り
で
き
な
い
結
果
が
迫
っ
て
い
る
事
態
に
お
い
て
は
、
仮
の
暫
定
的
な
権
利
保
護
を
与
え
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
そ

れ
ゆ
え
個
人
に
は
、
裁
判
所
が
国
家
の
行
為
の
法
適
合
性
に
つ
い
て
判
断
を
下
さ
な
い
間
は
、
個
人
の
犠
牲
に
お
い
て
行
政
が
既
成
事

実
を
作
る
こ
と
を
阻
む
実
効
的
な
可
能
性
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
る
。

　
そ
し
て
最
後
に
、
第
一
九
条
四
項
は
、
主
要
な
点
に
お
い
て
裁
判
官
の
拘
束
力
の
あ
る
決
定
を
保
障
し
、
そ
の
決
定
は
裁
判
所
が
権
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利
侵
害
を
確
認
し
て
い
る
限
り
で
は
、
こ
の
侵
害
を
効
果
的
に
取
り
除
く
の
に
適
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
純
粋

な
確
認
判
決
は
、
金
銭
で
の
損
害
の
埋
め
合
せ
と
同
様
に
通
例
十
分
で
は
な
い
。
尤
も
、
そ
の
点
で
も
憲
法
上
の
権
利
保
護
請
求
権
は
、

憲
法
的
地
位
を
有
す
る
公
共
の
福
祉
と
い
う
理
由
に
基
づ
く
制
限
を
受
け
る
、
と
さ
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
与
件
と
し
て
前
提
し
、
第
一
九
条
四
項
の
第
二
の
次
元
の
考
察
に
進
ん
で
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
0
3
　
さ
て
、
繰
り
返
し
述
べ
れ
ば
、
基
本
法
第
一
九
条
四
項
の
主
要
内
容
は
出
訴
の
途
の
保
障
（
権
利
保
護
保
障
な
い
し
裁
判
所
に

よ
る
（
権
利
）
保
護
の
保
障
）
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
保
障
は
三
つ
の
次
元
、

す
な
わ
ち
主
観
的
権
利
と
し
て
、
客
観
的
な
価
値
決
定
と
し
て
、
そ
し
て
制
度
的
保
障
と
し
て
展
開
し
、
発
揮
さ
れ
る
。

　
当
面
冒
頭
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
第
一
九
条
四
項
は
基
本
法
上
の
唯
一
の
権
利
保
護
の
保
障
で
は
な
く
、
基
本
法
第
一
四
条
三
項

第
四
段
、
第
三
四
条
第
三
段
の
特
別
の
出
訴
の
途
の
保
障
、
第
九
三
条
に
基
づ
く
憲
法
裁
判
所
の
権
限
（
と
り
わ
け
一
項
四
a
号
）
及

び
第
］
○
○
条
に
お
い
て
前
提
と
さ
れ
て
い
る
裁
判
官
の
審
査
権
と
結
合
し
て
、
第
一
九
条
四
項
は
基
本
法
上
の
法
治
国
家
子
の
特
徴

で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
か
の
「
裁
判
所
に
よ
っ
て
型
押
し
さ
れ
た
権
力
分
立
の
構
造
」
を
決
定
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ロ
ー

マ
ン
．
ヘ
ル
ツ
ォ
ー
ク
に
依
れ
ば
、
基
本
法
の
い
わ
ゆ
る
「
出
訴
の
途
の
国
家
（
閃
8
葺
。
。
≦
①
α
q
①
。
・
富
8
」
に
お
け
る
裁
判
所
は
、
行
政
部

に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
無
制
限
の
権
限
を
有
す
る
。
こ
の
第
三
権
力
の
他
の
二
つ
の
権
力
、
と
り
わ
け
執
行
権
力
に
対
す
る
際
立
っ
た
統

制
権
限
が
、
確
か
に
そ
れ
を
通
じ
て
基
本
法
の
権
力
分
立
が
他
の
西
側
憲
法
秩
序
と
根
本
的
に
相
違
す
る
と
こ
ろ
の
特
殊
性
の
一
つ
で

　
（
6
0
）

あ
る
。
立
法
部
の
統
制
、
そ
し
て
特
に
行
政
部
の
統
制
に
関
し
て
は
、
裁
判
所
に
中
心
的
機
能
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る

（「

w
裁
判
所
中
心
の
権
力
分
立
』
観
」
（
山
本
隆
司
）
V
。
国
家
機
能
の
全
体
の
構
造
は
、
ま
さ
に
「
き
め
細
か
に
念
入
り
に
釣
り
合
わ

せ
る
こ
と
（
恥
骨
巨
巴
①
巨
口
σ
q
）
」
の
一
要
素
と
し
て
の
司
法
の
制
度
の
中
で
交
差
さ
せ
、
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
補
足
す
る
こ
と
と
い

う
分
業
の
体
系
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
尤
も
、
こ
の
体
系
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
、
第
一
九
条
四
項
の
特
殊
性
か
ら
目
を
離
し
て
は
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な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
裁
判
所
は
唯
一
単
独
の
統
制
機
関
で
は
な
く
て
、
立
法
部
の
、
行
政
部
の
、
そ
し
て
社
会
の
統

制
に
よ
っ
て
、
そ
の
側
面
を
援
護
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
個
々
の
点
に
つ
い
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
は
以
下
の
三
点
を
指
摘

す
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
は
普
遍
的
な
統
制
機
関
で
は
な
い
こ
と
、
全
面
的
な
統
制
で
は
な
く
て
法
的
統
制
で
あ
る
こ
と
、
第
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

条
四
項
か
ら
は
、
い
か
な
る
二
化
原
則
（
要
請
）
も
導
き
出
さ
れ
な
い
こ
と
、
以
上
の
三
点
で
あ
る
。

　
⑳
　
先
ず
第
一
九
条
四
項
は
、
裁
判
所
を
多
面
的
な
普
遍
的
統
制
機
関
に
す
る
も
の
で
は
な
い
。
裁
判
所
は
万
能
の
存
在
で
は
な
い
。

出
訴
の
途
の
保
障
は
、
主
観
的
権
利
と
い
う
観
点
か
ら
思
考
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
発
端
か
ら
し
て
、
個
人
の
主
観
的
権
利
に
関
わ

ら
な
い
が
ゆ
え
に
統
制
に
ア
ク
セ
ス
し
え
な
い
も
の
は
、
依
然
と
し
て
統
制
か
ら
免
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
個
人
権
保
護
と

包
括
的
な
統
制
の
観
念
と
の
閲
の
断
絶
は
、
第
一
九
条
四
項
に
あ
っ
て
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
見
ら
れ
る
。

　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
は
右
の
よ
う
な
理
解
の
上
に
立
っ
て
、
裁
判
所
に
と
っ
て
追
加
の
客
観
的
な
統
制
任
務
は
第
一
九
条
四
項

か
ら
導
き
出
さ
れ
な
い
と
す
る
。
尤
も
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
が
個
人
権
保
護
の
供
与
を
通
じ
て
客
観
的
な
権
利
保
護
及
び
統
制
を

も
履
行
し
て
い
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
に
と
っ
て
、
た

と
え
ば
第
一
九
条
四
項
を
第
九
三
条
と
合
わ
せ
て
見
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
他
の
も
の
は
何
も
生
じ
な
い
。
と
言
う
よ
り
む
し
ろ
第

九
三
条
は
、
司
法
の
統
制
活
動
の
特
色
を
、
そ
れ
の
方
法
で
、
す
な
わ
ち
「
列
挙
原
理
（
国
箋
日
2
蝕
。
器
℃
旨
N
甘
）
」
を
踏
ま
え
て
明
瞭

に
際
立
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く
第
一
九
条
四
項
は
「
で
き
る
だ
け
完
全
無
欠
な
」
権
利
保
護
を
保
障
す
る
と
い
わ
れ

る
と
き
、
こ
の
定
式
で
以
て
、
で
き
る
だ
け
完
全
無
欠
な
個
人
権
保
護
以
下
の
こ
と
も
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
も
そ
こ
で
い
わ
れ
て
い
な

い
し
、
完
全
無
欠
の
権
利
保
護
一
般
あ
る
い
は
完
全
無
欠
な
行
政
統
制
の
ご
と
き
が
い
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
（
憲
法
構
造
の

中
で
）
さ
ま
ざ
ま
の
体
系
思
想
が
つ
な
ぎ
合
わ
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
体
系
思
想
は
、
こ
の
結
び
つ
き
の
中
に
あ
っ
て
そ
の
特
殊

性
を
放
棄
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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第
二
に
、
第
一
九
条
四
項
は
、
裁
判
所
に
と
っ
て
、
他
の
諸
権
力
の
全
面
的
な
統
制
を
任
務
と
す
る
の
で
は
な
く
て
、
基
準
に
基
づ

き
、
法
の
手
段
を
用
い
た
統
制
を
そ
の
任
務
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
経
済
性
（
な
い
し
効
率
性
）
審
査
、
目
的
適
合
性
審
査

及
び
政
治
的
な
適
切
さ
と
い
う
尺
度
は
、
保
護
任
務
の
中
に
は
入
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
尺
度
は
、
法
外
的
な
比
例
（
原
則
）

統
制
あ
る
い
は
比
較
考
量
統
制
に
よ
っ
て
、
そ
の
任
務
の
中
に
秘
か
に
送
り
込
ま
れ
て
も
い
け
な
い
。
そ
れ
は
、
議
会
の
作
成
す
る
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

律
に
中
心
的
な
役
割
を
割
り
当
て
て
い
る
。

　
第
三
に
、
個
人
の
国
家
に
対
す
る
関
係
が
そ
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
法
秩
序
の
存
在
が
、
第
一
九
条
四
項
に
よ
っ
て

前
提
さ
れ
て
い
る
。
先
ず
最
初
に
「
規
範
的
な
基
本
秩
序
」
と
し
て
の
憲
法
自
身
が
、
次
に
そ
れ
と
共
に
種
々
の
法
律
の
留
保
が
、
そ

し
て
最
後
に
前
二
者
と
共
に
、
及
び
そ
れ
ら
を
越
え
て
発
せ
ら
れ
る
法
律
が
、
権
利
保
護
が
広
が
り
う
る
と
い
う
こ
と
に
配
慮
す
る
。

た
だ
、
第
一
九
条
四
項
か
ら
は
そ
れ
特
有
の
風
化
原
則
（
要
請
）
（
＜
霞
0
9
眩
。
鞘
口
σ
q
。
。
究
σ
9
）
あ
る
い
は
そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
れ
特
有
の
包

括
的
な
法
律
の
留
保
で
さ
え
も
取
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
は
、
練
り
上
げ
ら
れ
た
憲
法
ド
グ
マ
テ
ィ
ー

ク
を
目
の
あ
た
り
に
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
構
造
が
な
け
れ
ば
権
利
保
障
は
空
虚
な
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
険
は
、
立

法
者
が
将
来
無
為
に
陥
る
場
合
で
す
ら
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
に
は
、
権
利
保
護
が
今
日
、
過
多

な
、
そ
れ
に
加
え
て
適
切
に
調
整
さ
れ
て
い
な
い
諸
規
範
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
む
し
ろ
法
的
基
準
の
欠
如
に
よ
っ
て
危
う

く
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
り
、
同
化
原
則
（
要
請
）
を
第
一
九
条
四
項
に
帰
す
る
こ
と
は
、
誤
っ
た
「
脱
区
別

（
団
黛
9
幣
目
9
N
δ
歪
お
）
」
を
助
長
す
る
と
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
制
度
に
、
そ
れ
本
来
の
適
用
領
域
を
越
え
て
、
で
き
る

限
り
多
く
の
追
加
任
務
が
負
わ
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
わ
ず
か
な
も
の
し
か
獲
得
さ
れ
な
い
し
、
し
か
し
多
く
の

も
の
が
失
わ
れ
る
と
説
く
。
一
つ
の
制
度
の
そ
の
時
々
の
特
有
の
も
の
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

ー
ア
ス
マ
ン
の
理
解
で
は
、
憲
法
は
、
そ
れ
の
特
別
の
制
度
の
相
互
作
用
（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
）
で
「
生
計
を
立
て
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
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四川

　
㈲
　
右
に
み
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
の
理
解
の
よ
う
に
、
第
一
九
条
四
項
が
個
人
の
権
利
保
護
を
越
え
て
客
観
的
な
価
値
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

を
も
含
ん
で
い
る
と
す
れ
ば
、
同
条
項
は
価
値
を
決
定
し
て
い
る
原
則
で
あ
り
、
あ
る
い
は
ア
レ
ク
シ
ー
の
い
う
効
率
を
最
大
限
に
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

め
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
原
理
規
範
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
第
一
九
条
四
項
は
、
そ
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
が
先
ず

第
一
に
立
法
者
に
向
け
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
国
家
作
用
に
と
っ
て
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う
に
第
一
九

条
四
項
の
示
す
基
本
決
定
は
、
立
法
の
任
務
に
関
わ
る
。
前
記
D
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
に
依
れ
ば
、
基
本
決
定
と
し
て
の
第
一
九
条
四
項
に

よ
っ
て
、
そ
の
原
理
的
意
味
と
し
て
、
必
要
と
さ
れ
る
権
利
保
護
を
用
意
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
公
権
力
の
側
の

権
利
侵
害
に
対
す
る
個
人
の
効
果
的
な
保
護
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
組
織
的
及
び
人
的
な
事
前
の
措
置
に
よ
っ
て
側
面
を
援
護
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

と
こ
ろ
の
規
範
的
な
諸
前
提
、
こ
れ
を
創
立
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
立
法
者
が
第
一
に
持
ち
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の

こ
と
は
、
現
行
の
権
利
保
護
の
装
置
を
拡
張
す
る
際
に
、
そ
し
て
「
標
準
以
下
の
規
模
（
大
き
さ
）
の
禁
止
（
d
艮
。
§
甘
く
。
皆
9
）
」
を

決
定
す
る
に
際
し
て
、
公
権
力
に
対
す
る
裁
判
所
に
よ
る
権
利
保
護
の
初
め
て
の
形
成
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
有
用
な
も

の
と
な
り
う
る
。

　
そ
れ
で
は
、
客
観
的
な
価
値
決
定
と
し
て
の
第
一
九
条
四
項
が
先
ず
第
一
に
立
法
者
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
立
法

者
が
、
公
権
力
に
対
す
る
裁
判
所
に
よ
る
権
利
保
護
を
形
作
っ
て
い
く
（
そ
れ
が
初
め
て
の
も
の
で
あ
れ
、
既
存
の
現
行
制
度
を
拡
張

す
る
の
で
あ
れ
）
に
際
し
て
、
考
慮
な
い
し
依
拠
さ
れ
る
べ
き
原
則
は
何
か
。
そ
れ
は
既
に
何
度
か
言
及
し
て
き
た
二
つ
の
原
則
、
す

な
わ
ち
、
そ
の
↓
つ
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
の
い
う
調
和
の
と
れ
た
権
利
保
護
で
あ
り
、
今
一
つ
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
説

示
し
て
き
た
効
果
的
な
権
利
保
護
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
原
則
を
そ
れ
ら
が
、
立
法
者
の
行
う
「
裁
判
所
に
よ
る
権
利
保
護
」

の
設
計
へ
の
作
用
と
い
う
観
点
か
ら
、
前
記
フ
ー
バ
ー
の
注
釈
に
依
り
な
が
ら
再
論
し
、
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。
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「司法権の観念」論（再続）（十一）

　
⑯
　
先
ず
調
和
の
と
れ
た
権
利
保
護
に
つ
い
て
。

　
憲
法
上
の
権
利
保
護
の
保
障
は
、
絶
対
的
に
通
用
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
他
の
憲
法
原
理
を
斜
酌
す
る
こ
と
な
し
に
通
用
す

る
も
の
で
も
恥
呵
。
憲
法
は
、
そ
の
も
と
で
あ
ら
ゆ
る
個
々
の
保
証
が
、
他
の
憲
法
規
範
及
び
憲
法
原
則
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
解

釈
さ
る
べ
き
と
こ
ろ
の
意
味
の
構
造
（
。
・
ぼ
p
。
q
①
讐
σ
q
・
）
で
あ
る
。
権
利
保
護
を
主
張
す
る
者
の
実
体
的
な
正
義
、
す
な
わ
ち
彼
ら
の
権
利

が
殿
損
さ
れ
な
い
こ
と
（
不
可
侵
性
）
へ
の
関
心
は
、
典
型
的
に
は
他
の
憲
法
上
の
保
護
財
（
利
益
）
と
の
緊
張
関
係
の
中
に
在
り
、

あ
る
い
は
同
様
に
、
例
え
ば
他
の
訴
訟
関
係
者
の
基
本
権
と
し
て
「
開
方
さ
れ
た
」
権
利
保
護
へ
の
期
待
、
さ
ら
に
は
法
的
安
定
性
、

法
的
平
和
、
行
政
の
行
動
能
力
等
の
憲
法
上
正
当
と
認
め
ら
れ
た
保
護
財
（
利
益
）
と
の
緊
張
関
係
の
中
に
在
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

こ
で
衝
突
す
る
諸
々
の
憲
法
的
財
と
の
問
で
一
定
の
比
率
に
よ
る
調
整
を
必
要
と
す
る
。

　
ま
た
、
右
の
こ
と
を
越
え
て
第
】
九
条
四
項
は
、
完
全
無
欠
の
権
利
保
護
だ
け
で
な
く
、
前
述
の
ご
と
く
時
宜
を
得
た
、
且
つ
経
済

的
に
要
求
し
う
る
（
相
応
の
費
用
の
）
権
利
保
護
を
め
ざ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
に
効
率
を
最
大
限
高
め
る
と
い
う
問
題
（
実
効
性
の

要
請
と
個
人
権
保
護
の
効
率
を
最
大
限
に
高
め
る
こ
と
）
を
内
に
持
っ
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の
関
係
に
お
い
て
、
「
自

由
三
法
治
国
家
的
秩
序
】
般
の
諸
原
則
」
及
び
「
第
一
九
条
四
項
第
一
段
の
特
別
の
保
護
目
的
」
が
以
下
の
こ
と
を
要
求
す
る
、
す
な

わ
ち
法
的
安
定
性
が
裁
判
所
の
手
続
に
関
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
お
い
て
も
、
そ
の
法
的
安
定
性
は
、
適
切
な
期
間
内
に

成
就
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
立
法
者
に
は
広
い
（
政
治
的
な
）

形
成
の
余
地
が
与
え
ら
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、
特
徴
と
し
て
、
重
要
な
の
は
「
憲
法
の
統
一
」
に
照
ら
し
て
常
に
「
調
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

の
と
れ
た
権
利
保
護
の
み
で
あ
っ
て
、
権
利
保
護
の
関
心
を
で
き
る
だ
け
よ
く
満
足
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
と
説
か
れ
る
。
客
観
的
な

価
値
決
定
の
一
内
容
を
成
す
調
和
の
と
れ
た
権
利
保
護
と
い
う
原
則
は
、
立
法
者
に
裁
判
手
続
の
形
成
の
上
で
広
い
裁
量
の
余
地
を
認

め
る
こ
と
と
な
る
。
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説論

　
㈲
　
次
に
効
果
的
な
権
利
保
護
に
つ
い
て
。

　
右
に
み
た
立
法
者
の
形
成
の
自
由
は
、
そ
の
限
界
を
効
果
的
な
権
利
保
護
の
要
求
に
見
出
す
。
そ
れ
ゆ
え
前
述
の
ご
と
く
、
裁
判
所

へ
の
ア
ク
セ
ス
及
び
そ
の
事
件
に
お
け
る
裁
判
所
の
判
断
、
決
定
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
1
憲
法
直
属
の
制
約
は
留
保
し
て
一
い
か
な
る

場
合
に
も
排
除
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
し
、
事
実
上
妨
げ
ら
れ
ず
、
も
は
や
要
求
し
え
な
い
、
且
つ
実
質
的
理
由
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
方
法
で
、
困
難
に
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
説
示
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、

立
法
者
が
、
い
わ
ゆ
る
「
標
準
以
下
の
規
模
（
大
き
さ
）
の
禁
止
」
の
枠
内
で
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
一
九

条
四
項
の
「
本
質
内
容
」
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
た
と
え
原
則
と
し
て
i
基
本
権
的
な
保
護
義
務
と
比
肩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
船
）

し
う
る
一
客
観
法
的
な
義
務
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
個
人
は
そ
の
履
行
を
要
求
す
る
権
利
を
有
す
る
と
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
フ
ー
バ
ー
は
、
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
具
体
的
内
容
を
効
果
的
な
権
利
保
護
と
い
う
原
則
に
則
し
て
形
成
す
る
こ
と
を
、

国
家
（
こ
こ
で
は
立
法
者
）
の
客
観
法
上
の
保
護
義
務
と
し
て
解
釈
、
構
成
し
、
そ
し
て
、
こ
の
国
家
の
保
護
義
務
に
対
応
し
た
形
で

個
人
の
請
求
権
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
国
家
の
保
護
義
務
の
履
行
を
国
家
に
対
し
て
要
求
す
る
権
利
が
措
定
さ
れ
、
承
認
さ
れ
て
い
る
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

け
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
も
同
様
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
効
果
的
な
権
利
保

護
を
実
現
す
る
と
い
う
形
で
の
国
家
の
保
護
義
務
の
履
行
請
求
権
が
、
第
一
九
条
四
項
の
「
本
質
内
容
」
の
一
要
素
と
し
て
導
き
出
さ

れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　
個
　
最
後
に
、
前
述
の
基
本
法
第
】
九
条
四
項
の
第
三
の
次
元
、
す
な
わ
ち
制
度
的
保
障
と
し
て
の
第
一
九
条
四
項
、
い
わ
ば
組
織

法
的
局
面
に
焦
点
を
あ
て
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
こ
で
も
先
ず
前
記
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
の
注
釈
を
取
り
上
げ

て
、
こ
れ
を
主
た
る
道
し
る
べ
と
し
て
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
さ
て
、
第
一
九
条
四
項
は
、
権
利
保
護
の
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
の
で
き
る
裁
判
権
（
「
出
訴
の
途
」
）
の
制
度
的
保
障
を
含
ん
で
い
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る
と
解
釈
さ
れ
る
が
、
同
条
項
は
、
ど
の
裁
判
権
が
そ
れ
で
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
述
べ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
こ
の
点
が
先
ず
特
徴
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　
第
一
九
条
四
項
は
、
前
述
の
ご
と
く
国
家
に
客
観
法
上
、
個
人
権
保
護
の
提
供
を
義
務
づ
け
、
こ
の
権
利
保
護
の
任
務
を
果
た
す
こ

と
の
で
き
る
裁
判
権
を
差
し
出
す
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
と
解
さ
れ
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
主
観
的
な
個
人
権
保
護
の
保
障
の
次
元
を

越
え
て
、
効
果
的
な
権
利
保
護
を
提
供
す
る
こ
と
の
で
き
る
裁
判
権
の
制
度
的
保
障
、
す
な
わ
ち
入
が
公
権
力
に
よ
る
権
利
侵
害
に
対

し
て
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
の
で
き
る
裁
判
権
の
制
度
的
保
障
を
含
ん
で
い
る
と
解
さ
れ
る
が
、
同
条
項
第
↓
段
は
、
特
定
の
裁
判
権

を
保
障
す
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
な
い
。
右
の
よ
う
に
裁
判
権
の
制
度
的
保
障
を
含
む
と
い
う
点
で
は
、
同
条
項
は
基
本
法
第
二
〇

条
二
項
、
第
九
二
条
及
び
第
九
五
条
の
組
織
法
的
規
定
を
補
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
う
す
る
と
前
記
ク
レ
プ
ス
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
第
一
九
条
四
項
第
一
段
が
、
裁
判
権
へ
の
出
訴
の
途
を
開
設
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
に
相
応
す
る
形
で
訴
訟
法
上
の

規
定
、
例
え
ば
裁
判
所
構
成
法
第
↓
三
条
、
行
政
裁
判
所
法
第
四
〇
条
一
項
、
第
五
一
二
等
が
出
訴
の
途
を
開
設
し
て
い
る
こ
と
に
な

（
召る
。
こ
の
よ
う
に
第
一
九
条
四
項
は
、
裁
判
所
の
徴
表
（
メ
ル
ク
マ
ー
ル
）
や
特
性
に
対
す
る
詳
細
な
要
求
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
ず
、

そ
れ
は
基
本
法
第
九
二
条
以
下
の
裁
判
所
の
組
織
法
的
規
定
等
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
九
条
四
項
は
、
ど

の
よ
う
な
裁
判
権
に
お
い
て
（
民
事
あ
る
い
は
刑
事
裁
判
権
、
一
般
的
あ
る
い
は
特
別
の
行
政
裁
判
権
か
）
、
ど
の
よ
う
な
手
続
で
権

利
保
護
が
供
与
さ
れ
る
べ
き
か
、
裁
判
官
に
判
断
を
求
め
る
形
式
は
何
か
（
訴
え
の
提
起
、
裁
判
所
の
決
定
を
求
め
る
申
立
て
、
あ
る

い
は
仮
の
権
利
保
護
の
供
与
を
求
め
る
申
立
て
）
、
訴
え
の
種
類
は
何
か
（
給
付
、
確
認
、
形
成
の
訴
え
）
、
単
独
裁
判
官
が
決
定
す
る

の
か
、
合
議
制
の
裁
判
所
が
決
定
す
る
の
か
、
そ
し
て
素
人
裁
判
官
も
参
与
す
る
の
か
と
い
う
裁
判
所
の
割
り
振
り
の
や
り
方
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

て
も
何
ら
陳
述
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
裁
判
所
の
審
級
も
保
証
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス

マ
ン
に
依
れ
ば
、
第
一
九
条
四
項
の
保
護
領
域
に
お
い
て
活
動
す
る
裁
判
所
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
及
び
機
能
の
仕
方
は
、
基
本
法
上
の
裁
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判
所
組
織
法
（
第
九
二
条
以
下
）
、
一
般
的
な
権
利
保
護
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
標
準
的
内
容
）
及
び
第
一
九
条
四
項
の
特
別
な
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
保
証
に
依
拠
し
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
一
九
条
四
項
を
制
度
的
保
障
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
、
こ
の
保
障
を
果
た

す
機
関
の
能
力
及
び
能
力
の
限
界
如
何
の
問
題
を
包
含
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
機
関
に
つ
い
て
は
高
度
の
専
門
的
な
資
質

を
永
続
的
に
保
持
す
る
と
い
う
こ
と
が
念
頭
に
お
か
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
憲
法
（
基
本
法
）
上
定
ま
っ
て
い
る
の
は
、
第
】
九
条
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
）

項
に
よ
っ
て
最
低
標
準
の
み
が
固
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
点
に
前
記
「
標
準
以
下
の
規
模
（
大
き
さ
）
の
禁
止
」

原
則
の
基
礎
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
右
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
の
い
う
一
般
的
な
権
利
保
護
の
ス
タ
ン
ダ
…
ド
及
び
特
別
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
さ
ら
に
「
国
家
の
裁

判
所
」
及
び
そ
の
具
体
的
種
類
（
の
抽
出
）
に
つ
い
て
は
後
に
再
度
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
第
一
九
条
四
項
に
お

い
て
重
要
な
の
は
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
「
国
家
の
裁
判
所
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
か
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
⑲
　
一
方
、
第
一
九
条
四
項
が
「
出
訴
の
途
」
や
裁
判
権
に
つ
い
て
具
体
的
内
容
を
特
定
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で

も
立
法
者
は
広
い
形
成
の
余
地
（
O
。
・
・
芭
巳
茜
・
・
。
・
冨
富
口
日
）
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
の
場
合
の
立
法
者
の
形
成
の
余
地
に
も

限
界
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
九
条
四
項
第
二
段
に
お
い
て
前
提
さ
れ
て
い
る
通
常
裁
判
所
の
存
在
や
最
低
限
の
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

的
並
び
に
人
的
な
装
備
、
つ
ま
り
裁
判
官
の
専
門
的
な
資
質
と
い
う
点
か
ら
制
限
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
立
法
者
は
、
こ
の
ミ
ニ
マ
ム

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
越
え
て
内
容
を
形
成
す
る
こ
と
も
差
し
支
え
な
い
し
、
ま
た
前
記
パ
ピ
ィ
ー
ア
に
依
れ
ば
、
例
え
ば
裁
判
所
の
審

級
が
第
一
九
条
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
解
釈
の
上
に
立
っ
て
、
既
に
開
設
さ
れ
て
い
る
審
級
を
短
縮
し
た
り
、
上
訴
の

許
容
性
を
特
別
の
許
可
、
最
低
限
の
争
訟
の
価
値
あ
る
い
は
そ
の
他
の
事
実
に
則
し
た
要
求
（
法
的
問
題
の
特
別
な
意
義
、
特
殊
な
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
）

告
理
由
）
に
依
ら
し
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
以
上
の
点
は
、
前
記
権
利
保
護
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
問

題
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
も
の
で
、
裁
判
所
の
審
級
の
問
題
も
含
め
て
再
論
す
る
。
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⑳
　
前
述
の
ご
と
く
、
第
一
九
条
四
項
の
保
護
領
域
に
お
い
て
活
動
す
る
裁
判
所
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
及
び
機
能
の
仕
方
が
、
基
本
法

上
の
裁
判
所
組
織
法
や
（
一
般
的
な
、
及
び
特
別
な
）
権
利
保
護
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
保
証
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
具
体
的
内
容
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、
そ
し
て
「
国
家
の
裁
判
所
」
と
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
裁
判
権
な
い
し
裁
判
所
が
措

定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
右
の
う
ち
一
般
的
な
権
利
保
護
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
提
供
す
る
の
は
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
に
依
れ
ば
法
治
国
家
原
理
に
内
包

さ
れ
る
諸
要
素
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
要
素
は
、
裁
判
所
に
よ
る
権
利
保
護
一
般
の
特
性
を
司
法
供
与
の
幅
全
体
の
中
で
創
り
出
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
要
素
と
第
一
九
条
四
項
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
治
国
家
原
理
の
諸
要

素
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
公
正
さ
や
武
器
平
等
原
則
と
い
っ
た
不
文
の
要
素
と
並
ん
で
、
と
り
わ
け
裁
判
官
の
独
立
（
基

本
法
第
九
七
条
）
、
法
的
審
尋
の
要
請
（
原
則
）
（
同
第
一
〇
三
条
↓
項
）
、
法
律
上
の
裁
判
官
を
請
求
す
る
権
利
、
例
外
裁
判
所
の
禁

止
（
同
第
一
〇
一
条
］
項
）
、
並
び
に
通
常
法
律
上
の
裁
判
所
構
成
法
及
び
訴
訟
法
の
中
で
そ
れ
ら
を
洗
練
す
る
こ
と
、
と
い
っ
た
実

定
憲
法
上
明
示
さ
れ
て
い
る
要
素
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
一
九
条
四
項
は
、
以
上
の
よ
う
な
法
治
国
家
的
な
裁
判
所
に
よ
る
権
利
保
護
に

と
っ
て
自
明
で
あ
る
諸
要
素
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
分
だ
け
第
一
九
条
四
項
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
保
証
す
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

う
負
担
を
軽
減
な
い
し
免
除
さ
れ
る
、
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
は
理
解
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
要
素
は
、
す
べ
て
の
裁
判
所
の
部
門

に
包
括
的
、
普
遍
的
に
妥
当
す
る
と
い
う
強
固
さ
を
有
し
、
ま
た
す
べ
て
の
裁
判
手
続
に
お
い
て
拘
束
力
を
有
す
る
と
い
う
効
果
を
持

つ
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
諸
要
素
の
第
一
九
条
四
項
に
対
す
る
補
完
性
な
い
し
相
補
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
は
十
分
な
意
味
が
あ

る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
に
依
れ
ば
、
第
一
九
条
四
項
の
解
釈
を
、
こ
れ
ら
の
諸
要
素
と
の
結
合
に
と
ど
め
て
お
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
第
一
九
条
四
項
の
保
護
（
保
障
）
領
域
に
お
け
る
裁
判
所
の
実
務
は
、
一
般
的
な
訴
訟
法
理
論
と
の
連
帯
を
保
持
し
、
ま
た
そ
の

先
例
に
と
っ
て
も
理
解
可
能
な
も
の
と
な
る
し
、
他
方
に
お
い
て
、
第
一
九
条
四
項
は
、
公
権
力
の
行
為
に
対
す
る
権
利
保
護
の
特
殊
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性
の
ゆ
え
に
必
要
と
さ
れ
る
実
効
性
と
い
う
要
素
に
専
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
⑳
　
一
方
、
第
一
九
条
四
項
の
意
味
で
の
裁
判
所
に
よ
る
権
利
保
護
は
裁
判
官
に
よ
る
権
利
保
護
で
あ
り
、
裁
判
官
に
よ
る
権
利
保

護
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
そ
の
実
効
性
が
保
証
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
九
条
四
項
に
お
い
て
保
障
さ
れ
る
出
訴
の
途
は
、
そ
の
独
立
と

法
の
拘
束
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
典
型
的
に
裁
判
官
的
な
仕
事
の
仕
方
で
の
裁
判
官
へ
の
途
で
あ
る
。
こ
の
仕
事
の
仕
方
の
組
織

的
及
び
手
続
上
の
、
そ
し
て
方
法
論
的
要
素
は
、
す
べ
て
の
裁
判
所
部
門
と
同
じ
く
前
述
の
一
般
的
な
権
利
保
護
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
。
が
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
に
依
れ
ば
、
そ
れ
に
加
え
て
特
に
第
一
九
条
四
項
の
保
障
領
域
に
お
け
る
権
利

保
護
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
権
利
保
護
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
発
展
し
た
と
さ
れ
、
そ
の
中
で
重
要
な
の
は
以
下
の
三
つ
、
す
な
わ
ち
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
8
）

織
的
な
要
素
な
い
し
特
性
、
い
わ
ゆ
る
裁
判
所
の
統
制
密
度
、
そ
し
て
特
別
の
実
効
性
の
保
障
の
三
つ
で
あ
る
。
裁
判
所
の
統
制
密
度

に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
て
お
り
、
実
効
性
の
保
障
に
つ
い
て
も
本
稿
に
お
い
て
既
に
触
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
組
織

的
な
要
素
、
す
な
わ
ち
国
家
の
裁
判
所
に
よ
る
保
護
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　
基
本
法
第
↓
九
条
四
項
に
い
う
出
訴
の
途
は
、
基
本
法
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
あ
る
い
は
裁
判
官
へ
の
途
に
す
ぎ

な
い
と
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
九
条
四
項
の
効
果
的
な
権
利
保
護
の
保
障
は
、
原
則
と
し
て
、
憲
法
上
の
強
制
的
な
留
保
（
第
一

〇
条
二
項
第
二
段
）
あ
る
い
は
、
超
国
家
的
な
与
件
と
い
う
留
保
の
も
と
に
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
国
家
（
国
内
）
の
裁
判
所
に
よ
っ

て
の
み
、
つ
ま
り
基
本
法
第
九
二
条
及
び
第
九
七
条
の
要
件
を
満
た
す
裁
判
所
に
よ
っ
て
の
み
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
重

要
な
の
は
、
国
家
の
裁
判
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
だ
、
基
本
法
第
二
四
条
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
た
裁
判
権

（
高
権
）
の
移
譲
の
場
合
に
の
み
国
際
的
（
国
家
間
）
制
度
と
し
て
の
裁
判
所
が
こ
こ
で
問
題
と
な
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
は
、
第
一
九
条
四
項
の
意
味
で
の
公
権
力
に
対
す
る
個
人
権
保
護
に
も
仕
え
る
手
続
の
点
で
、
基
本
法
に
よ
っ

て
拘
束
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
裁
判
所
と
同
等
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
四
条
に
基
づ
く
裁
判
所
高
権
の
移
譲
が
存
在
し
な
い
限
り
、
非
ド
イ
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ツ
の
裁
判
所
に
よ
る
権
利
保
護
は
、
第
一
九
条
四
項
の
適
用
領
域
に
お
い
て
は
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
国
家
に
対
し
て
間

接
的
な
機
関
の
裁
判
所
、
例
え
ば
社
会
的
な
職
業
身
分
上
の
代
表
機
関
は
、
そ
れ
の
国
家
へ
の
拘
束
が
人
（
事
）
的
に
も
十
分
保
証
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
9
）

れ
て
い
る
場
合
に
は
右
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

　
第
一
九
条
四
項
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
そ
の
他
の
点
で
は
裁
判
所
の
割
り
振
り
に
関
し
て
何
も
述
べ
て
お
ら
ず
、
例
え
ば
合
議
制
裁

判
所
に
よ
る
権
利
保
護
の
実
行
を
迫
ら
れ
て
も
い
な
い
し
、
ま
た
素
人
裁
判
官
を
加
え
る
こ
と
を
要
求
も
拒
絶
も
し
て
い
な
い
。
同
様

に
前
記
パ
ピ
ィ
ー
ア
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
裁
判
所
の
審
級
も
ま
た
第
一
九
条
四
項
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
な
い
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー

ア
ス
マ
ン
に
依
れ
ば
、
法
治
国
家
原
理
も
審
級
を
保
証
し
て
い
な
い
。
同
条
項
は
、
立
法
者
が
現
行
の
審
級
を
短
縮
す
る
こ
と
も
妨
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

ず
、
法
律
に
よ
る
決
定
は
厳
格
な
比
例
原
則
の
要
求
に
拘
束
さ
れ
ず
、
短
縮
は
基
本
権
侵
害
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
点
が
立
法

者
の
形
成
の
余
地
の
問
題
に
関
わ
る
こ
と
は
既
に
言
及
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
、
前
記
フ
ー
バ
ー
に
依
れ
ば
、
第
一
九
条
四
項

の
保
障
領
域
に
お
い
て
は
原
則
と
し
て
、
す
べ
て
の
審
級
が
同
格
の
も
の
と
し
て
並
存
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
は
権
利
保
護
保
障
は
、

特
定
の
出
訴
の
途
も
、
ク
レ
ー
ム
を
つ
け
ら
れ
た
処
置
の
性
質
に
適
合
さ
せ
ら
れ
た
手
続
も
保
証
し
て
い
な
い
し
、
ま
た
、
出
訴
の
途

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

の
分
割
も
許
容
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
第
一
九
条
四
項
に
い
う
出
訴
の
途
と
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
裁
判
権
、
す
な
わ
ち
国
家
の
裁
判
権
が
措
定
さ
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
前
述
の
ご
と
く
、
制
度
上
独
立
の
裁
判
所
に
よ
る
権
利
保
護
は
、
基
本
法
第
一
九
条
四
項
の
効
果
的
な
権
利
保
護
保
障
の
不
可
欠
の

最
低
限
の
内
容
の
一
部
と
も
、
ま
た
立
法
者
が
常
に
且
つ
無
条
件
に
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
権
利
保
護
保
障
の
「
本
質
的
内
容
」

の
一
部
と
も
解
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
内
容
は
、
む
し
ろ
第
一
九
条
四
項
及
び
第
二
〇
条
二
項
、
第
九
二
条
以
下
の
全
体
的
な
見
地
か

ら
明
ら
か
に
な
る
と
解
さ
れ
て
お
り
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
も
「
ゾ
ー
ラ
ン
ゲ
H
決
定
」
に
お
い
て
、
独
立
の
裁
判
所
に
よ
る
個
人
権
保
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（
8
2
）

護
は
通
例
要
求
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
こ
の
原
則
か
ら
の
例
外
も
存
在
し
う
る
と
表
明
し
て
い
た
。
前
記
フ
ー
バ
ー

に
依
れ
ば
、
そ
の
背
後
に
は
、
権
利
保
護
保
障
の
本
質
は
第
二
権
力
と
第
三
権
力
の
制
度
的
な
分
離
に
よ
っ
て
際
立
た
さ
れ
る
の
で
は

な
く
て
、
あ
ら
ゆ
る
（
推
定
上
の
）
権
利
侵
害
を
客
観
的
に
独
立
の
立
場
か
ら
の
判
断
を
仰
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
う
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
3
）

可
能
性
に
よ
っ
て
際
立
た
さ
れ
る
と
い
う
観
念
が
存
す
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
通
常
法
律
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
た
権

利
保
護
の
任
務
の
委
託
も
、
そ
れ
が
立
法
者
の
排
他
的
な
自
由
裁
量
を
取
り
去
ら
れ
た
基
礎
に
基
づ
く
場
合
に
は
、
永
続
性
を
持
つ
。

フ
ー
バ
ー
に
と
っ
て
、
出
訴
の
途
の
概
念
の
も
と
、
す
べ
て
の
通
常
法
律
上
開
設
さ
れ
た
専
門
裁
判
権
の
審
級
が
、
そ
れ
ら
が
公
権
力

に
対
す
る
権
利
保
護
に
仕
え
る
限
り
、
そ
こ
に
含
ま
れ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
出
訴
の
途
の
概
念
は
、
連
邦
及
び
ラ
ン
ト
の
次
元
に
お
け
る
個
人
権
保
護
に
仕
え
る
憲
法
裁
判
権
に
も
行
政
裁
判
権
に

も
適
用
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
憲
法
裁
判
所
は
、
個
人
権
保
護
を
委
託
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
、
第
一
九
条
四
項
の
意
味
で
の
出
訴
の

途
の
一
つ
で
あ
り
、
特
に
具
体
的
規
範
統
制
（
第
一
〇
〇
条
）
及
び
憲
法
訴
願
（
第
九
三
条
一
項
4
a
号
）
の
手
続
が
そ
れ
に
該
当
す

る
。
こ
の
う
ち
憲
法
訴
願
の
権
利
保
護
が
、
主
観
的
権
利
の
全
体
に
で
は
な
く
て
、
常
に
基
本
権
に
の
み
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
4
）

右
の
出
訴
の
途
の
概
念
に
矛
盾
し
な
い
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
行
政
裁
判
権
に
つ
い
て
は
、
前
記
ク
レ
プ
ス
に
依
れ
ば
、
第
】
九
条
四

項
の
中
に
含
ま
れ
る
権
利
保
護
の
任
務
の
遂
行
に
際
し
て
の
主
要
義
務
は
、
行
政
裁
判
権
が
こ
れ
を
担
う
と
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
ク
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
V

プ
ス
の
理
解
で
は
、
行
政
裁
判
権
は
本
来
の
「
基
本
権
の
番
人
（
一
田
口
一
Φ
H
一
⇒
　
0
0
同
　
O
『
口
5
α
円
O
O
げ
一
ゆ
）
」
で
も
あ
る
。

　
幽
　
と
こ
ろ
で
、
右
に
検
討
を
加
え
て
き
た
制
度
的
保
障
に
関
連
し
て
、
第
一
九
条
四
項
は
、
そ
の
第
二
段
に
お
い
て
通
常
裁
判
所

が
補
充
的
に
自
由
に
使
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
、
通
常
裁
判
所
に
間
接
的
に
憲
法
的
保
障
の
役
割
を
割
り
当
て
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
立
法
者
が
、
公
権
力
に
よ
る
権
利
侵
害
に
対
し
て
何
ら
規
制
を
し
て
い
な
い
場
合
、
現
行
憲
法
か
ら
も
法
律
法
か
ら

も
権
限
に
関
す
る
取
り
決
め
が
導
き
出
せ
な
い
場
合
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
第
一
九
条
四
項
が
直
接
的
に
通
常
の
出
訴
の
途
を
開
設
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し
、
通
常
裁
判
所
の
補
充
あ
る
い
は
代
用
の
権
限
を
指
示
す
る
。

　
け
れ
ど
も
一
九
六
〇
年
の
行
政
裁
判
所
の
一
般
条
項
（
行
政
裁
判
所
法
第
四
〇
条
一
項
第
一
段
）
の
導
入
以
来
、
こ
の
仮
の
規
制
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
6
）

確
か
に
そ
の
実
際
的
な
意
義
を
失
っ
た
と
い
う
理
解
が
憲
法
学
説
に
お
い
て
一
般
的
で
あ
り
、
共
通
の
認
識
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ま
ざ

ま
の
出
訴
の
途
を
開
設
す
る
行
政
裁
判
所
の
一
般
条
項
の
包
括
的
な
妥
当
領
域
、
そ
の
ほ
か
の
広
範
に
作
成
さ
れ
た
行
政
裁
判
権
の
た

め
の
権
限
の
取
り
決
め
の
体
系
、
さ
ら
に
は
そ
こ
に
存
在
す
る
権
利
保
護
の
す
き
間
を
事
項
の
点
で
最
も
近
い
出
訴
の
途
の
拡
張
に

よ
っ
て
埋
め
る
解
釈
原
則
の
存
在
、
そ
の
活
用
の
た
め
に
、
第
一
九
条
四
項
第
二
段
の
定
め
る
通
常
裁
判
所
の
補
充
の
受
け
入
れ
管
轄

権
限
の
実
際
的
意
義
は
小
さ
い
。
こ
の
意
義
は
、
公
権
力
の
行
為
に
対
し
て
憲
法
訴
願
の
手
続
が
自
由
に
使
え
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

さ
ら
に
小
さ
く
な
り
、
通
常
裁
判
所
の
出
番
は
な
く
な
る
。

　
た
だ
、
前
記
フ
ー
バ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
と
行
政
上
の
出
訴
の
途
は
、
こ
れ
を
憲
法
（
基
本
法
）
制
定
者
が
見
出
し
、
第
九

五
条
一
項
に
お
い
て
そ
の
存
在
を
認
知
し
た
と
い
う
事
実
に
も
拘
ら
ず
、
第
一
九
条
四
項
に
よ
っ
て
い
か
な
る
憲
法
上
の
権
限
の
保
証

も
受
け
な
か
っ
た
し
、
同
条
項
第
二
段
も
そ
の
こ
と
を
確
認
し
て
い
な
い
。
右
の
行
政
裁
判
所
法
第
四
〇
条
の
一
般
条
項
は
、
事
柄
に

ふ
さ
わ
し
く
法
治
国
家
と
し
て
苦
労
の
末
、
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
条
項
は
憲
法
上
要
求
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
限
り
で
は
、
確
か
に
第
↓
九
条
四
項
は
、
行
政
上
の
権
利
保
護
を
保
証
し
て
は
い
る
が
、
し
か
し
行
政
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
7
）

所
に
よ
る
保
護
を
保
証
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
第
↓
九
条
四
項
第
二
段
の
意
味
の
通
常
裁
判
権
の
概
念
の
も
と
に
、
一
般
的
に
は
民
事
裁
判
権
並
び
に
刑
事
裁
判
権
を
理
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
8
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
詳
細
な
割
り
当
て
は
、
前
述
の
「
事
項
の
近
さ
の
基
準
」
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
さ
て
、
右
の
よ
う
に
、
基
本
法
第
一
九
条
四
項
は
、
行
政
裁
判
所
に
よ
る
保
護
を
保
証
し
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
も
の
の
、
前
述
の

ご
と
く
ク
レ
プ
ス
の
理
解
に
依
れ
ば
、
第
一
九
条
四
項
の
中
に
含
ま
れ
る
権
利
保
護
の
任
務
の
遂
行
を
主
と
し
て
担
う
の
は
行
政
裁
判
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権
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
行
政
裁
判
権
は
、
本
来
の
「
基
本
権
の
番
人
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
本
章
の
副
題
に

即
し
て
、
行
政
裁
判
所
、
行
政
訴
訟
制
度
と
第
一
九
条
四
項
と
の
関
連
を
主
と
し
て
念
頭
に
置
い
て
、
基
本
権
の
司
法
的
救
済
に
関
す

る
考
察
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
〔
註
〕

（
4
9
）
　
国
ヨ
。
。
7
≦
o
歩
き
o
q
じ
d
α
簿
窪
ま
a
o
脇
N
口
「
訂
α
q
。
Q
興
O
「
§
登
霞
口
際
。
α
。
目
糞
脚
霧
島
お
細
腰
器
口
Q
箋
昌
α
α
q
o
。
・
。
臼
（
6
8
）
Ψ
⑦
．
り
h
器
「
。
。
．
O
琵
巳
h
o
曾
δ
駐

　
　
O
瓢
箪
の
讐
N
口
。
§
①
P
ぎ
”
ユ
①
円
q
・
■
Q
っ
δ
舞
く
①
鵠
霧
q
。
旨
σ
q
“
O
①
日
。
ζ
讐
δ
（
6
⑩
一
メ
ω
」
善
い
　
E
・
W
・
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
・
差
宿
正
典
編
訳
・
現
代
国

　
　
家
と
憲
法
・
自
由
・
民
主
制
（
一
九
九
九
）
所
収
「
基
本
法
制
定
四
〇
周
年
を
経
た
基
本
権
解
釈
の
現
在
」
（
鈴
木
秀
美
訳
）
三
四
五
頁
参
照
。

（
5
0
）
　
Q
。
9
巨
α
学
〉
ゆ
ヨ
磐
口
」
『
ζ
國
5
N
＼
U
9
、
昌
o
q
層
p
』
．
O
．
閃
α
霞
．
卜
。
卜
⊃
ゆ
．

（
5
1
）
　
u
ヴ
＜
o
合
国
．
㊤
9
卜
。
『
（
ω
9
ゆ
δ
飼
δ
①
．
（
お
ト
。
ρ
6
r
ω
O
刈
（
お
刈
）
■

（
5
2
）
　
℃
．
ζ
．
国
＆
。
H
し
『
ζ
き
q
q
o
ミ
固
。
ぎ
＼
ω
霞
。
言
ゆ
．
㊤
．
ρ
男
α
霞
．
ホ
9

（
5
3
）
　
b
d
＜
①
邑
国
」
『
Z
日
斗
6
0
ρ
G
。
．
㎝
O
H
．

（
騒
）
b
d
〈
。
合
国
一
〇
押
一
〇
①
（
蕊
ω
）
ゆ
Z
毫
お
8
w
の
．
㎝
O
轡
　
な
お
、
参
照
、
≦
』
皆
。
q
¢
貸
≦
．
富
α
距
昌
。
q
9
勾
．
ω
器
貯
押
〉
』
窟
器
審
霞
ヨ
町
－
き
亀
G
。
Φ
貯
巴
帯

　
　
お
。
算
。
。
q
・
o
げ
三
N
一
ヨ
α
龍
2
江
一
〇
げ
窪
閃
8
算
ぎ
”
＜
＜
∪
の
艶
U
脅
（
卜
。
0
8
）
’
Q
り
．
卜
Q
ト
っ
一
語
．

（
5
5
）
。
っ
畠
慧
α
陣
－
≧
ヨ
琶
口
し
『
寓
9
目
N
、
O
琶
q
q
L
■
費
σ
．
匿
舅
卜
⊃
㎝
9

（
5
6
）
　
ロ
コ
＜
①
眺
O
国
δ
ρ
G
。
｝
ω
（
Q
。
黛
）
“
Z
｝
≦
6
8
．
Q
。
』
O
一
■

（
5
7
）
　
9
貯
2
∪
α
羅
L
）
p
。
・
α
①
墓
。
げ
・
＜
2
0
q
昏
。
お
。
窪
目
三
臼
留
日
臣
邑
島
＜
8
＞
昌
．
這
〉
σ
。
。
誌
O
O
」
『
∪
σ
＜
経
」
α
。
．
国
興
卜
。
緊
N
O
臼
）
“
Q
。
．
H
O
b
。
H
．

（
5
8
）
　
U
O
員
P
碧
9
Q
。
」
O
N
H

（
5
9
）
　
の
昌
ヨ
蔦
－
〉
ゆ
ヨ
p
目
し
『
ζ
き
自
＼
O
O
臨
。
q
Ψ
p
p
O
．
殉
二
目
」
。
。
O
円
　
宇
都
宮
「
裁
判
所
に
よ
る
行
政
統
制
・
覚
え
書
一
行
政
の
統
制
密
度
と
『
法
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治
国
家
原
理
』
1
」
愛
媛
法
学
会
雑
誌
第
二
十
八
巻
第
三
・
四
号
（
二
〇
〇
二
）
二
五
頁
以
下
参
照
。

（
6
0
）
閃
。
日
き
缶
。
震
。
α
q
」
『
竃
薗
巨
N
＼
O
巨
σ
q
g
p
。
．
ρ
〉
雰
N
ρ
〉
げ
。
・
．
＜
田
寄
舜
㎝
Φ
．

（
6
1
）
　
の
。
7
葺
α
学
〉
ゆ
ヨ
鋤
8
L
『
竃
き
昌
N
＼
O
巨
α
q
堕
p
p
O
．
寄
員
■
H
一
－
一
G
。
．

（
6
2
）
　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
に
依
れ
ば
、
権
限
を
区
分
す
る
力
（
オ
ッ
セ
ン
ビ
ュ
ー
ル
）
は
、
法
律
上
の
構
成
要
件
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
単
に
追
体
験
し

　
　
つ
つ
理
解
す
る
こ
と
に
終
わ
ら
な
い
。
法
学
的
方
法
論
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
分
業
的
に
引
き
受
け
ら
れ
る
べ
き
国
家
権
力
の
任
務
は
、
法
を
よ
り

　
　
極
度
に
綿
密
な
も
の
に
作
り
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
れ
ら
の
任
務
は
司
法
に
と
っ
て
は
、
と
り
わ
け
法
律
上
の
最
終
的
な
計
画
（
目
的
）
に
あ
っ
て

　
　
は
、
法
律
の
統
合
、
間
隙
の
充
填
及
び
目
標
の
具
体
化
に
よ
る
法
発
展
を
も
包
摂
し
て
い
る
。
丁
度
、
執
行
権
に
は
逆
に
、
規
範
的
に
容
認
さ
れ
た
裁

　
　
量
及
び
形
成
の
授
権
の
枠
の
中
で
、
そ
れ
ら
の
側
で
法
発
展
の
独
自
の
領
域
が
割
り
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ー
ア
ス
マ
ン
に
と
っ
て
、
第

　
　
一
九
条
四
項
に
従
っ
て
の
法
と
の
司
法
的
な
交
わ
り
に
と
っ
て
、
そ
の
交
わ
り
が
実
際
の
裁
判
官
の
法
認
識
す
な
わ
ち
判
決
の
規
則
に
従
っ
て
行
わ
れ

　
　
る
と
い
う
こ
と
が
決
定
的
で
あ
る
。
。
。
島
ヨ
聾
－
〉
穿
き
戸
卑
．
P
O
・
閃
量
噌
」
卜
。
曽
琶
α
易
O
．
一
。
。
㎝
．

（
6
3
）
　
Q
っ
。
げ
巳
ロ
学
≧
W
日
目
戸
国
』
■
O
．
菊
α
舞
H
ω
．

（
6
4
）
　
b
口
く
①
ま
国
㎝
Q
。
Ψ
ザ
心
ρ

（
6
5
）
菊
。
げ
窪
≧
。
×
メ
月
冨
9
0
α
巽
O
旨
p
酔
①
。
ぽ
一
①
（
6
濠
8
Q
っ
」
嵩
第

（
6
6
）
】
】
・
§
8
器
尽
∪
凶
・
〈
・
§
。
・
。
。
目
σ
q
。
。
同
。
。
げ
島
。
冨
口
く
霞
。
q
p
σ
窪
α
①
。
・
〉
捧
H
①
〉
σ
。
。
腿
O
O
．
凄
「
量
。
・
＜
①
ヨ
m
巨
目
α
q
。
・
肩
。
N
・
ゆ
円
・
。
9
p
勲
ρ
の
．
H
ホ
．

（
6
7
）
　
b
⇔
＜
①
ま
団
①
ρ
卜
⊃
㎝
ω
“
卜
。
9
．

（
6
8
）
　
出
呂
①
「
」
『
ζ
磐
σ
q
。
ミ
酋
①
ぎ
＼
。
っ
§
。
『
p
騨
．
○
．
製
品
円
．
し
。
。
。
。
。
．
こ
の
比
較
考
量
の
論
理
的
首
尾
一
貫
性
の
欠
如
に
つ
い
て
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、

　
b
」
α
。
差
口
8
巳
ρ
9
』
■
○
．
。
。
．
㎝
ω
．
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
・
初
宿
正
典
選
訳
・
前
掲
書
三
七
〇
⊥
二
七
一
頁
参
照
。
ベ
ツ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
は
、
「
客
観
法

　
　
的
基
本
権
内
容
と
比
例
原
則
の
関
係
」
を
論
じ
る
な
か
で
、
法
の
す
べ
て
の
領
域
へ
と
作
用
す
る
基
本
権
の
客
観
法
的
内
容
の
適
用
は
、
必
然
的
に
、

　
　
比
較
衡
量
の
基
礎
と
し
て
の
比
例
原
則
の
適
用
を
含
意
す
る
と
指
摘
す
る
。
と
い
う
の
は
「
客
観
的
原
則
規
範
と
し
て
の
基
本
権
」
は
、
内
容
的
に
必
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ず
し
も
同
一
方
向
で
な
い
自
由
と
保
護
の
方
向
に
か
か
わ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
基
本
権
の
担
い
手
に
作
用
す
る
た
め
、
そ
れ
自
体
不
均
衡
の
傾
向
が
あ
り
、

　
　
と
り
わ
け
衡
量
の
必
要
が
な
い
場
合
に
は
、
特
定
の
基
本
権
内
容
が
他
の
基
本
権
内
容
を
犠
牲
に
し
て
、
あ
る
い
は
他
の
基
本
権
の
担
い
手
に
向
か
っ

　
　
て
↑
方
的
に
拡
張
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
比
例
原
則
を
客
観
法
的
基
本
権
内
容
の
適
用
へ
と
組
み
込
む
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
で
あ

　
　
る
。
た
だ
、
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
に
依
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
衡
量
の
基
準
と
し
て
適
用
さ
れ
る
比
例
性
は
古
典
的
比
例
性
で
は
な
く
、
適
切
な
比
例
性

　
　
（
〉
詣
・
日
①
。
・
…
邑
①
諺
之
9
げ
舞
巳
ω
日
似
じ
。
陣
σ
q
冨
δ
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
（
古
典
的
比
例
性
が
も
っ
て
い
る
）
客
観
法
的
基
本
権
の
内
容
と
そ
の
作
用
の
強
さ

　
　
と
を
衡
量
す
る
に
際
し
て
の
確
固
た
る
準
拠
点
（
碧
§
b
d
①
N
＝
q
q
・
・
自
暴
件
）
が
欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
参
照
、
旨
玉
詠
①
ぎ
母
」
し
。
§
】
自
§
炉

　
　
O
巨
富
§
巨
喜
。
〉
σ
鼠
σ
q
目
。
。
塞
因
。
。
募
陣
暑
。
巳
目
。
。
－
9
。
・
零
。
三
聾
α
9
し
u
。
α
q
「
8
N
毒
σ
q
α
①
『
じ
⇔
①
q
・
8
ロ
。
歪
藷
」
『
∪
9
ω
樽
舅
凸
明
b
d
目
塗
b
。
O
O
N
国
。
津

　
　
ω
Ψ
Q
。
．
ω
○
。
㎝
臨
じ
口
α
o
器
三
〇
、
a
ρ
O
≡
巳
お
。
窪
。
巴
。
。
O
円
ロ
巳
。
・
讐
き
自
β
陣
』
．
ρ
Q
。
9
一
〇
。
り
旨

（
6
9
）
　
＝
魯
。
憎
し
『
煩
き
σ
q
。
ミ
圏
①
一
ミ
し
つ
賛
。
】
め
P
p
ρ
　
勾
O
員
■
ω
○
。
⑩
明
G
。
㊤
ρ
　
な
お
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
も
、
立
法
者
が
上
訴
の
道
す
じ
を
開
設
す
る
こ
と

　
　
に
決
し
た
場
合
に
は
、
立
法
者
は
、
目
的
適
合
性
観
念
に
基
づ
い
て
手
続
進
行
を
調
整
す
る
の
と
同
様
に
、
上
訴
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
調
整
す
る

　
　
広
範
な
自
由
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
b
ロ
＜
。
ほ
φ
団
㎝
倉
卜
。
刈
b
。
る
り
一
■

（
7
0
）
国
昌
。
「
」
『
ζ
き
。
q
。
ミ
固
。
言
＼
。
。
§
。
言
p
p
Q
菱
舜
ω
O
H
．

（
7
1
）
　
b
u
＜
①
ま
団
①
ρ
卜
。
㎝
ω
曽
卜
。
①
P
刈
メ
ミ
9
卜
。
○
。
県

（
7
2
）
寄
。
げ
q
・
」
『
＜
。
口
ζ
雪
。
ミ
野
巳
α
Q
．
p
簿
．
ρ
刃
⊆
目
①
N
の
し
O
刈
9

（
7
3
）
＝
き
。
・
毒
お
窪
℃
畳
β
ぎ
”
密
自
。
。
＼
霞
需
嘗
9
鋭
9
■
ρ
警
㎝
倉
岳
霞
お
ふ
ρ
。
っ
」
卜
。
㎝
心
栖

（
4
7
）
　
の
隔
日
鐸
－
〉
ゆ
ヨ
雪
P
貯
…
三
目
巨
N
＼
∪
巨
σ
q
’
P
勲
O
．
青
春
『
．
H
県
　
こ
の
点
に
つ
い
て
前
記
フ
ー
バ
ー
は
、
第
一
九
条
四
項
は
単
に
個
々
の
（
権
利
を
）
侵

　
　
害
す
る
処
置
が
、
何
ら
か
の
裁
判
所
の
手
続
に
お
い
て
審
査
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
を
保
障
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
述
べ
る
。
寓
ロ
σ
。
増
」
『

　
　
ζ
き
α
q
o
＝
＼
圏
0
5
、
Q
。
費
。
貫
国
．
p
O
．
カ
⊆
霞
．
ホ
9

（
7
5
）
　
＝
ロ
げ
9
鏑
『
ζ
窪
。
q
。
ミ
窓
臨
昌
＼
。
っ
寅
。
r
p
p
O
．
詔
舞
G
。
露
．
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（
7
6
）
　
貯
官
。
斜
ぎ
”
こ
9
・
o
塁
。
。
＼
屋
『
。
喜
。
抽
帥
．
簿
．
O
．
菊
O
景
㎝
O
．
　
因
み
に
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
日
本
の
訴
訟
法
上
の
上
告
理
由
の
制
限
的
取
扱
い
の
合
憲

　
性
如
何
の
問
題
に
＝
疋
の
示
峻
を
与
え
て
く
れ
る
。

（
7
7
）
ω
会
巳
O
雫
〉
ゆ
ヨ
弩
戸
帥
『
ζ
き
自
、
O
窪
α
Q
Ψ
p
』
．
ρ
肉
ユ
つ
目
」
o
Q
．

（
7
8
）
Q
。
魯
巨
α
↑
〉
雨
旨
p
目
し
『
竃
鋤
量
N
U
言
α
q
曽
P
p
ρ
刃
含
昌
．
霜
ω
．

（
7
9
）
の
魯
巨
祭
－
〉
ゆ
日
き
戸
竃
き
壽
＼
U
嘗
二
σ
q
Ψ
p
p
O
．
閃
O
量
嵩
県

（
8
0
）
　
Q
っ
暦
日
蔦
》
ゆ
旨
簿
旨
“
発
註
自
、
∪
爵
α
Q
b
』
．
O
．
刃
畠
p
賢
旨
P
　
こ
こ
で
顧
慮
さ
れ
る
べ
き
は
恣
意
の
禁
止
で
あ
り
、
そ
の
他
の
点
で
は
、
法
的
安
定
性
、

　
出
訴
の
途
の
明
確
性
及
び
過
重
負
担
に
対
す
る
裁
判
所
の
保
護
と
い
う
観
点
が
慎
重
に
顧
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
．
な
い
と
い
う
。
尤
も
恣
意
の
禁
止
と

　
の
関
係
で
は
、
立
法
者
が
実
質
的
な
理
由
か
ら
個
々
の
事
件
グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は
問
題
領
域
の
た
め
の
法
的
手
段
（
上
訴
）
を
、
さ
ま
ざ
ま
に
規
律
す

　
る
場
合
は
、
こ
の
禁
止
は
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
と
解
さ
れ
る
。

（
8
1
）
　
自
＆
Φ
巴
」
『
］
≦
き
9
q
2
ミ
窓
。
ヨ
＼
o
り
邸
8
言
β
。
．
p
O
．
閃
含
『
■
癖
綴
．

（
8
2
）
　
じ
⇔
＜
o
凱
d
間
お
甲
ω
ω
P
ω
♂
．
．

（
8
3
）
　
国
さ
①
円
」
『
ζ
碧
α
q
2
ミ
峯
。
一
ロ
＼
望
霞
o
r
p
p
．
ρ
勾
身
昌
．
心
㎝
ρ

（
8
4
）
　
し
り
魯
巳
鼻
－
〉
ゆ
轟
き
戸
竃
鋤
琶
N
＼
】
）
貯
鼻
餌
』
．
O
■
刃
α
幹
嵩
㎝
．

（
8
5
）
　
零
①
げ
9
・
」
『
く
。
冨
］
≦
言
。
げ
＼
囚
ロ
巳
o
q
Ψ
p
。
』
．
O
．
刀
α
震
．
①
刈
．

（
8
6
）
笛
呂
①
h
L
『
竃
き
o
q
o
胃
＼
匿
。
一
ミ
の
韓
。
】
（
Ψ
騨
』
■
ρ
刃
O
日
’
＆
9

（
8
7
）
　
＝
＝
σ
①
h
」
『
冨
壁
σ
q
o
冒
＼
室
。
一
ロ
＼
Q
っ
鼠
門
。
『
勢
P
ρ
卿
身
昌
」
㎝
N

（
8
8
）
　
国
営
①
円
」
『
房
9
ω
o
o
＼
霞
『
o
喜
。
抽
p
』
．
O
．
閃
曾
「
．
Q
。
ρ
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